
生徒会細則 

第１章 委員会 

第１条 本会は、次の各種専門委員会と学級委員会をおく。 

 ①整美委員会 

 ②保健給食委員会 

 ③図書委員会 

 ④体育委員会 

 ⑤放送委員会 

第２条 本会は、他にそれぞれの目的に応じた臨時委員会をおく。 

第３条 会の成立は、構成員の３／４以上出席を要する。 

第４条 各委員会は互選により、次の代表を選ぶ。 

①委員長１名 

 ②副委員長２名 

 ③書記 2 名 

第５条 各委員会は、本会に準じた内規とその目的に応じた実践計画を立て、会の活動を円

滑にすすめる。 

第６条 委員会での議決は、出席者の過半数の賛成を必要とする。 

 

第２章 委員 

第７条 各学級は、次の委員男女各１名を選出する。 

 学級委員 

 整美委員 

 保健給食委員 

 図書委員 

 体育委員 

 放送委員 

第８条 臨時委員会の定数は、その内容により、その都度決める。 

第９条 委員は役員との兼任を認めない。 

第１０条 委員の任期は、１年を前・後期とし、１期毎に改選する。ただし、臨時委員会、

選挙管理委員会の委員は、このかぎりでない。 

第１１条 前条の前期は、４月１日～９月末日、後期は、１０月１日～３月末日までとする。 

 

第３章 生徒会選挙規定 

第１２条 各学級は、選挙管理委員２名を選出する。 

第１３条 選挙管理委員会は前条の委員をもって、構成する。 

第１４条 選挙管理委員の任期は４月から１年とする。 



第１５条 委員会は、委員の互選により、正・副委員長各１名、書記２名を選出する。 

第１６条 委員会は告示の日から１ヶ月以内に第１回の選挙を行わなければならない。 

第１７条 この委員会は、次の仕事を行う。 

 １．選挙規定の作成。 

 ２．選挙内容、投票に関する告示ならびに開票結果の告示。 

 ３．候補者の受付と候補者一覧表の作成。 

 ４．選挙活動を円滑に進める。 

 ５．投票用紙の作成準備、立会演説会の立案。 

 ６．立会演説会の開催、投票、開票等の事務管理。 

第１８条 各立候補者は、告示の日から１０日以内に本人が委員会に届け出ること。 

第１９条 選挙の運動期間は、立候捕届出から投票日までとする。 

第２０条 投票は、立候補者の中から、会長１名、役員５～７名を選んで無記名投票を行い、

最高得票者よりおのおのの定員数を当選者とする。 

第２１条 立候補者が定員数の場合は信任投票とする。また、定員に満たない時は、立候補

受付期間を延長することもありうる。 

第２２条 委員会は、選挙終了後、ただちに開票事務に入る。 

 

第４章 リコール 

第２３条 役員に欠員が生じた場合またはリコール 

成立の場合の補充選挙についてはその都度、選挙管理委員会がこの規定に準じて定める。 

第２４条 会員は、全会員の１／３以上の署名が集まれば選挙管理委員にリコールの請求が

できる。 

第２５条 リコールの請求を受けた選挙管理委員会は、全会員にリコール賛否について会員

の投票で実施する。 

第２６条 前条により、賛成数が過半数を越えた場合リコールは成立する。 

第２７条 前条によって決まった新役員の任期は前任者の残りの期間とする。 

 

第５章 会計 

第２８条 本会は、公費をもって運営にあてる。他に必要に応じた物品の配付を受けること

もある。 

 

第６章 改正 

第２９条 本会細則は、学年協議会において、協議員の２／３以上の賛成を得て改正される。 

第３０条 本会細則は、昭和５３年２月１０日より施行され 

る。 

平成５年４月１日より一部修正施行 


